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長崎は野外産業博物館
―近代化遺産の宝庫を歩くと

近代化ものがたりⅢ

東洋と西洋が出会つた長崎居留地
―長障らしさを生んだ異文化交流―

近代化ものがたりⅣ

レトロ長崎オンャレ発信地
一大正ロマン・昭和モダンを旅する一

□

□

田

【予
と
こ

続
編
も
順
次
発
行

リーズ!お待ちかね!待聖

いよいよ旅勇

斯シリーズも見どころ。 みどころ満載 !

近代化ものがたりI

長崎は「畑の部Jだつた
西から東へ送った風―

■A5判 ■64ページ ■600円 (税込)
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長崎の旅へと誘う新

校 西から東へ送うた風_"が
の学

― 近 代化の学校

力となった長崎県

イドプック。

内でもない、

習所、情報

す前の長

専門的で難しい歴史書でl苺なく、

明治維新後に急速な近代イ

続刊もlli買次発行していきますので、どう

の姿にクローズア

このたび、その第 1

崎遊学者群像、日

化社会の礎を築t

▼

たびなが

田 長崎で「ザビエル」を探す

日 長崎発ローマ行き、天正の旅

団 26聖人殉教、島原の乱から鎖国ヘ

□「マリア像」が見た奇跡の長崎

口 教会と学校が長崎の歴史を語る

口 総集編 キリンタン文化の旅
長崎へのいざない

お求めは主要書店にて!

ただいま好評発売中!
『墨日の機会瞬とキリスト機関週週置』

■AS判

■各号600円 (税込)

県内各地でいまも息づく数々の

教会や史跡が語りかけてくる歴

史をひもときながら、思わず心ィ癒

される旅に出かけたくなるオスス

メのシリーズです。

が世界遭塵の候補となって、

ますます注目度アップの

「キリンタン文化編』は全6書 !
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長 崎 県 企 画 「 な が さ き歴 史 発 見 。発 信 プ ロジ ェク ト」

労tでは、長崎を舞台にした雁史の物語を柿き,4すガイドブック「旅する長崎学J

を発刊し、本県の多彩で特色ある歴史・文化の価値や魅力をPRしていますI,
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歳
の
ぼ
る
、
新
し
い
閑
静
な
日
の
出
を
祝
福
。

こ
こ
は
、
主
大
し
い
感
性
に
目
ざ
め
た
長
崎
。

今
年
も
、
愉
し
い
歓
声
に
出
会
い
の
予
感
。

打
g
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第 19回 長 崎県 民 文 化 祭 Koust宮 西希コンサート 10月 14日 (日 )吾妻町ふるさと会館

日
本
の
伝
統
楽
器
「争
」
を
用
い
、そ
の
奏
法
と
特
色
を
活
か
し
つ
つ
、洋
邦
に
通
じ

た
音
楽
理
論
と
豊
か
な
感
性
で
、自
ら
を
入
０
おｒ
Ｏ
テ
イ
ス
ト
）と
称
し
て
新
し
い
邦

楽
の
カ
タ
チ
を
表
現
し
て
い
る
唯

一
の
音
楽
ア
と
ア
ィ
ス
ト
、宮
西
希
さ
ん
に
よ
る

「争
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

公
演
に
先
立
ち
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「争
で
ポ
ッ
プ
ス
を
弾
い
て
み
よ

う
！
」
で
は
、小
・中
学
生
Ю
名
が
参
加
し
、宮
西
さ
ん
よ
り
争
の
説
明
、基
礎
な
ど

を
丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

基
礎
練
習
の
後
、
「さ
く
ら
」
、
「踊
る
ポ
ン
ポ
コ
リ
ン
」
を
宮
西
さ
ん
と

一
緒
に
演

奏
し
、
最
初
は
音
が
う
ま
く
出
せ
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
が
、何
回
も
練
習
す
る
う

ち
に
音
を
う
ま
く
出
せ
る
よ
う
に
な
り
、参
加
者
に
と
っ
て
と
て
も
よ
い
経
験
と
な

り
ま
し
た
。

処
日

寺ゝ

た

筆

の
量
大

し

しゝ
ヽ′^

日

色

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、宮
西
さ
ん
が
奏
で
る
争
の
美
し
く
心
に
響
く
音
色
と
、
現

代
風
な
演
奏
に
来
場
者
は
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
、リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
、
即

興
演
奏
を
行
う
「
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
っ
ち
ぎ
つ
ぞ
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
「・ミ
ン
オ
体
操
第

一
」

や
、
「一俣
そ
う
そ
う
」
な
ど
来
場
者
に
よ
る
リ
ク
エ
ス
ト
を
即
興
で
演
奏
さ
れ
、
何
で
も

即
興
で
弾
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
驚
き
と
感
動
を
覚
え
、令ン
ャ
ン
ル
の
幅
の
広
さ
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

後
半
で
は
、争
と
ピ
ア
ノ
、
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
（洋
楽
器
）
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
ンヽ
ョ
ン
も
あ

り
、
「争
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
え
さ
れ
ま
し
た
。

「争
」
の
無
限
の
可
能
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、宮
西
さ
ん
の
お
人
柄
の
良

さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
素
晴
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

い

・４

ッ
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ャ．

Cu turallnformat on of Nagasaki

′

%
Ｖ
ｒ
ｌ

Ｉ

い

ｉｎ‐１日
川

一
Inチ

03

t

師而

市
教
育
委
口貝
会

生
涯
）早
習
課

主
事

　

林

田

　

慎

也

引

Ｊ

①

　

コ

０

一

Ｊ

　

Ｚ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

∽

Ｑ

戸

一

　

刀

①

∽

一

Ｑ

①

⊃

＋

　

Ｏ

Ｃ

一

十

⊂

【

Ｑ

一

「

①

∽

〓

＜

Ｑ

一

命

長崎県民文化祭

当
日
は
予
想
を
上
回
る
約
１
２
０
０

人
の
超
満
員
の
観
客
で
会
場
は
熱
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
よ
り
能

楽
が
武
士
や
庶
民
に
ま
で
も
親
し
ま
れ
、

今
も
盛
ん
に
伝
統
の
継
承
を
行
な
っ
て
い

る
島
原
で
、
そ
の
城
下
町
な
ら
で
は
の
歴

史
や
文
化
を
子
ど
も
達
に
継
承
す
る
た

め
、
島
原
市
教
育
委
員
会
で
は
和
泉
流

狂
言
師
の
野
村
万
禄
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
「島
原
子
ど
も
狂
言
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
ワ
ー
ク
ンヽ
ョ
ッ
プ
参
加
の
島
原

の
小
中
学
生
が
、
野
村
万
禄
さ
ん
と
、
そ

の
師
匠
の
人
間
国
主
・野
村
高
さ
ん
の
舞

台
の
前
座
を
立
派
に
努
め
、
開
演
前
に
先

生
方
と
記
念
撮
影
、
そ
し
て
励
ま
し
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
、
一
生
の
思
い
出
に
な

る
素
晴
し
い
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
ご
縁
も

あ
り
、
人

，
同
は
企
画
の
段
階
か
ら
、
要
望

を
先
生
方
に
伝
え
、
い
」相
談
し
な
が
ら
島

原
公
演
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、

上
演
し
て
い
た
だ
さ
ま
し
た
。
初
め
て
鑑

賞
す
る
方
で
も
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
愛

|

口

の
九
代
口
当
主
の
野
村
万
蔵
さ
ん
ら
が

演
じ
ら
れ
る
、格
調
溢
れ
る

一
瞬
も
見
逃

せ
な
い
よ
う
な
素
晴
し
い
芸
に
観
客
は
魅

せ
ら
れ
、〈
ム
場
は
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
狂
言

の
笑
い
の
世
界
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
達
、
そ
し
て
親
子
で

，この

一
流

の
日
本
の
伝
統
去
能
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
つ
実
行
委
員
会
の
思
い
の
な

か
、た
く
さ
ん
の
小
学
生
や
中
高
生
も
来

場
し
、迫
力
の
あ
る
狂
言
の
世
界
に
引
き

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
地
域
の
歴
史
に
根

ざ
し
た
企
画
を
、
一
流
の
先
生
方
の
ご
理

解
の
下
で
実
現
し
、
そ
の
素
晴
し
い
芸
の

持
つ
豊
か
な
文
化
の
空
気
感
を
、
地
域
の

た
く
さ
ん
の
方
々
で
共
に
体
験
で
き
た
こ

と
は
、
こ
れ
か
ら
の
島
原
の
豊
か
な
文
化

力
を
育
む
栄
養
と
な
り
、
日
本
の
伝
統

文
化
と
郷
土
文
化
の
再
認
識
を
す
る
素

晴
し
い
機
会
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

第 19萬狂言 inしまばら 10月 3日 (水)島原文化会館

力ある狂言 の世界に

引き込まれて

萬あ王言 mしまばら実行委員会  北 田  貴 子

Shilttab訂&
好
家
の
方
で
も
見
応
え
の
あ
る
、
ス
が
ン
ャ

ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
上
演
の
実
現
と
な
り
、
大

変
贅
沢
な
内
容
の
三
夜
と
な
り
ま
し
た
。

第

一
部
で
は
、
わ
か
り
や
す
い
狂
言
と

能
楽
の
解
説
、
「島
原
子
ど
も
狂
言
」
の
子

ど
も
達
の
小
一誌
の
発
表
、
和
楽
器
の
紹
介

な
ど
を
行
い
、能
楽
の
世
界
を
よ
り
わ
か

り
や
す
く
紹
介
し
、大
変
好
評
で
し
た
。

ま
た
第
二
部
で
は
、
狂
言
の
大
曲
と
言
わ

れ
る
Ｆ
一番
空
」
の
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す

る
躍
動
的
で
荘
重
な
舞
を
野
村
万
禄
さ

ん
が
舞
わ
れ
、
和
泉
流
狂
言
「舟
渡
饗
」
で

は
、
人
間
国
宝
の
野
村
高
さ
ん
と
ご
子
息

02BUNKYい



石見神楽の世界 11月 10日 (土)ありえコレジヨホール 第 19画 長崎県民文化祭しまの芸術祭1和大鼓フェスティバル

0‐国 芸 術 祭

争
争
よ

よ

菖

午

中
■
峙
期
‐モ
、

‐ヽ
芸
附
の
秋
を
彩
る
県
民
文
化
祭

，

が
開
催
お
れ
ま
し
た
＞」と
は
、大
変
喜
ば

11月 23日「■窯国芸術察」和大鼓フェスティバ
ルが学本|1甲催されまし,跳 1_

し
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
Ｎ
Ｉ
Ｂ
長

崎
国
際
テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
島
田
啓

子
さ
ん
の
進
行
に
よ
り
、「石
見
神
楽
の

世
界
」第
１
部
『塵
輪
（じ
ん
り
と

』が

始
ま
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
一ラ
グ
に
相
応

し
く
大
悪
鬼
を
退
治
す
る
ンヽ
ー
ン
は
圧

巻
で
し
た
。
つ
づ
い
て
、恵
比
須
様
が
磯
辺

で
釣
り
を
し
て
い
る
姿
を
舞
っ
た
『恵
比

須
（え
び
す
）』
の
演
目
で
は
、
一
粒
で
寿

命
が
延
び
る
と
で
つ
″あ
め
″
を
会
場
に

撒
か
れ
ま
し
た
。お
客
様
が
、
わ
れ
先
に

と
″あ
め
″
を
拾
っ
て
い
る
姿
は
大
変
興
味

深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。続
い
て
の
演

目
は
、有
明
地
方
に
伝
わ
る
鍋
島
藩
の

「化
け
猫
騒
動
」
を
和
楽
化
し
た
『有
明

（あ
り
あ
け
逆
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。重

松
進
左
衛
門
が
山
鳥
の
宝
剣
、千
布
本

右
衛
門
が
、雀
麟
の
剛
鎧
を
操
り
激
戦
の

末
見
事
退
治
す
る
演
舞
は
、娘
の
姿
か
ら

化
け
猫
へ
の
移
り
変
わ
り
な
ど
観
客
の
目

は
、釘
付
け
で
し
た
。休
憩
の
ち
、る
ア
ー

ジ
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。演
舞
で
使
用
す
る
衣
装
や
お
面
の
説

明
後
、会
場
に
お
越
し
の
お
客
様
２
名

一「一々
＝
・・一
一・　

　

一

ィ
　

‐
　
　
　
　
　
　
一一
ｆ
　
‐
　
　
ヽ
　

・
十
‥
！
「
―

・

ス
大
入
ピ
名
出
す
ど
～
■
ィ
）
に
試
着
し

，て
頂
き
ま
レ
た
」摯
々
最
‐
ｒ
体
の
演
目
『大

「
屹
（お
ろ
ち
迷
で
使
用
す
る
大
屹
が
舞
台

袖
か
ら
登
場
！
体
長
が
約
１８

ｍ
あ
る
大

蛇
を
、
ア
メ
リ
カ
人
の
お
客
様
が
体
験
い

た
し
ま
し
た
。貴
重
な
経
験
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。最
後
の
演
目
『大
蛇
（お
ろ
ち
と

は
、須
佐
之
男
命
が
嘆
き
悲
し
む
老
夫

婦
と
稲
田
姫
に
出
会
い
理
由
を
尋
ね
る

と
、
人
岐
の
大
蛇
が
毎
年
現
れ
、
既
に
七

人
の
娘
が
獲
わ
れ
、残
っ
た
こ
の
稲
田
姫

も
や
が
て
そ
の
大
蛇
に
捜
わ
れ
て
し
ま
う

と
言
い
ま
す
。
一
計
を
条
じ
た
須
佐
之
男

命
は
、種
々
の
木
の
実
で
醸
し
た
毒
酒
を

飲
ま
せ
、酔
っ
た
と
＞しろ
を
退
治
す
る
ス

ト
ー
リ
ー
で
す
が
、
人
体
の
人
岐
の
大
蛇

が
必
ア
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
人
岐
の

大
蛇
を
退
治
す
る
場
面
は
迫
力
満
点
で

盛
大
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。
＞」の

日
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル
は
、
ま
さ
に

名
悠
久
の
時
を
越
え
神
話
の
世
界
オ
ヘ
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
に
、神
秘
的
な

空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、長
崎
県
民
文
化
祭
を
開
催

す
る
に
あ
た
り
、長
崎
県
及
び
Ｎ
Ｉ
Ｂ

長
崎
国
際
テ
レ
ビ
等
関
係
者
の
方
々
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

壱
岐
に
は
、数
組
の
和
太
鼓
の
グ
ル
ー

プ
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
あ

り
、い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
、そ
の
活
躍
を
目

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。壱
岐
市
文
化

団
体
協
議
会
は
韓
国
ソ
ウ
ル
市
の
国
立

国
学
院
と
の
間
で
国
際
文
化
交
流
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。昨
年
ソ
ウ
ル
市
内
の

国
立
劇
場
に
於
い
て
風
舞
組
に
よ
る
壱

州
荒
海
太
鼓
の
公
演
を
行
っ
た
の
で
す
が

最
後
は
舜
台
と
会
場
が

一
つ
に
な
っ
て
盛

り
上
り
大
変
好
評
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
和
太
鼓
の
活
動
が
盛
ん
な

壱
岐
で
、今
回
開
催
さ
れ
た
コ

支
国
芸

術
祭
」
は
、風
舞
組
ジ
ュ
学ア

（小
学
生
）の

I     K    Il  nW A D A I K O F e s t i v a l

素晴らしい一支国芸術祭でした

まさに「悠久の時を
越えた神話の世界」ヘ

員会生涯学習課  刀ぐ岳き  磋も(

壱岐市文化団体協議会会長  酒剪 キ1   漣

演
奏
に
始
ま
り
、
く
れ
な
い
太
鼓
「鼓
若
」
、

壱
岐
商
業
高
等
学
校
「壱
州
荒
海
太
鼓

部
」
と
続
い
た
前
半
は
地
元
グ
ル
ー
プ
の

演
奏
で
、そ
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
会
場

は
拍
手
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

壱
岐
の
太
鼓
の
ど
の
グ
ル
ー
プ
の
演
奏

も
な
か
な
か
な
も
の
で
し
た
が
、本
物
は

ま
た
格
別
で
し
た
。
Ｚ
Ｉ
‐
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｇ
の

演
奏
が
始
ま
る
と
場
内
は
ど
よ
め
き
呆

然
と
見
入
る
ば
か
り
で
し
た
。
見
事
な
撥

捌
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ン
ン
ュ
な
躍
動
美
、リ
ズ

ミ
カ
ル
な
そ
し
て
爆
発
的
な
鼓
音
が
会

場
を
揺
る
が
す
、緩
く
、速
く
、激
し
く

太
鼓
の
旋
律
が
こ
ん
な
に
心
に
響
く
も
の

か
と
感
動
さ
え
覚
え
た
も
の
で
す
。和
太

鼓
と
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
と
の
共
演
や
、ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
等
管
楽
器
と
の
調
和
の
と
れ
た
合

奏
、太
鼓
の
持
つ
奥
の
深
さ
を
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。

総
て
の
演
奏
が
終
っ
て
も
ま
だ
余
韻
が

残
り
、場
内
の
ア
ン
コ
ー
ル
に
答
え
て
再
登

場
、舞
台
と
会
場
が

一
つ
に
成
り
大
き
な

ハ
ー
モ
一―
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。大
き

な
大
き
な
和

，
１こ
成
り
ま
し
た
。

後
日

「素
晴
ら
し
か
っ
た
、楽
し
か
っ

た
、心
か
ら
感
動
し
ま
し
た
。」
と
い
つ
声

を
多
く
の
方
々
よ
り
い
た
だ
き
、県
内
す

べ
て
の
地
域
に
本
物
の
芸
術
を
と
で
つ
県

の
企
画
に
心
よ
り
感
謝
す
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。私
達
も
心
に
芸
術
を
育
み
、壱

州
太
鼓
の
グ
ル
ー
プ
も
こ
れ
を
機
に
益
々

精
進
を
重
ね
壱
岐
の
大
鼓
～」～」に
あ
り

と
誇
れ
る
日
が
来
る
事
を
期
待
出
来
る

素
晴
ら
し
い
一
支
国
芸
術
祭
で
し
た
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
公
演
の
翌
日
（「
月
２４
日
）に
開
催
さ
れ

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子

◎初心者クラス

●
猛

● ●

●

ハ

F
●

4千井

′軒ど

，
ム
だ

千
‐
れ
Ｐ

れ
，

|み

rィ
=J

ケ=ネ

締

1

‐‐
悧
的
肘
開

魃
ロ
ヒ
■
一餡
暇

獅 B嘱
日
■
嘔
８

，

と
い
‐
旧

ｒ

，

十

◎かつぎ桶太鼓クラス◎経験者クラス

Cu turalinformation of Nagasaki05



創成館 高校音楽部 出演 者 0＼

[そうせいかんこうこうおんがくぶ]

今回はライトミュージックフェスティバルに出演させて頂

き、誠にありがとうございました。一緒に出演された皆さん

は本当にハイレベルで、その中で演奏できた事を誇
'り

lこ 思
います。私達にとって、とても良い刺激になりました。
これからもいろいろなステージに積極的に参加し、「女

子高生バンド」から「実力派女子高生バンド」を目指して

いきたいと思います。皆様どうぞ応援よるしくお願いします。

最後にもう一度、主催の方 、々スタッフの皆様、本当に

あ1)が とうございました 1

MONDAY BLUE I出 漠者0卜＼

[マンデイブルー]

ライブ終了後にBAHOからのレクチャーがあり、音楽
に進んだ息子さんのことを尋ねたら「何も強要しないこと」
という子育て論を聴けました。また、「俺が審査員長だった
ら、グランプリあげてたね。」という最高の言葉をもらったの

で、この上ない喜びをかみしめてます。あと「よく練れた音を
出していたね。」というコメントもいただきました。グランプリ
は残念ながら取れませんでしたが、ゲストのBAHO(Char
と石田長生のユニット)の演奏といい話が恥けて大満足
です。

Candy Box 出 漢 普 02

[キャンディボックス]

今回、ライトミュージックフェスティバルに参加させて頂
いて、二人ともいろいると勉強させていただきました。

大きなステージにとても緊張しましたが、楽しむ事もでき

ました。
これからもっと頑号長っていきたい 中。もっともっと頑張らな

いといけないって改めて思う事ができました。この経験をバ

ネに一歩ずつちょっとずつ大きく成長していきたいです。あ

りがとうございました。

現在は福岡を中心に活動していますが、また長崎でラ

イブする際はよろしくお願いします。

2003年 11月 }高校2年の秋、華唄泥棒結成
2004年 6月 }高校生バンドコンテスト九州大

会、パフォーマンス賞受賞

2005年 4月 }nccとっておきちゃんIFん Pick

Up ARにt公開オーディション、

準グランプリ受賞

8月 }平和の灯コンサード参加

2006年 4月 ～10月 }さるく博音楽イベント参加

2007年 3月 )lstCD発売

出 演 者 01

ノ .ァ

11月 }ライトミュージックフェスティバル、グラン

プリ受賞

11月 }FM FESTIVAL RADiO AWARD IN
」APAN
LIFE MUSIC2007 BEST INDIES OF

日FE部門 FM長崎代表

2004年よリプレス9九州沖縄音楽祭出場

2004年 」AMIN賞受賞

2005年弦洋会特別賞受賞

2007年最優秀賞受賞

開催日=平成19年 11月 11日日
開催場所=諫早文化会館

「長崎県ライトミュージックフェスティバ

ル」は、県民総参加による新たな文化の

創造を目指す「長崎県民文化祭」の県主

催事業のひとつです。ポピュラーやロック

等幅広い音楽分野の音楽祭を開催し、県

内演奏家に発表機会を提供するとともに

世代間、団体間の交流を進め、県民の皆

様に鑑賞の機会を提供することを目的に、

平成14年度から県と開催地の市町が協

力して開催しています。

>>華唄泥棒 (ハナウタドロボウ)

>>Candy Box(キヤンデイ ボックス)

>>MONDAY BLUE(マ ンデイ ブルー
)

>>創成館高校音楽部

>>ICHDAサミット(イチダ サミット)

>>HASBAND(ハズバンド)

>>sin― san(シ ンサン)

>>SHOCKTI』 RPH訳 (シヨック ザ リッパー
)

オープニングゲスト

>>THE CHU CHU CHlttES(ザ ・チューチユーチュートルズ)

スペシャルゲスト

>>BAHO(バホ)〔 ChΥ と石田長生〕

熊原淳一郎

(BMGJAP′代N国内制作本部宣伝部)

石井 寿典

(ラズベリーマーケット代表取締役社長)

原田 裕介

(原田楽器代表取締役)

深堀辰之介

(県文化振興課長)

華 唄 泥 棒 レヽナウタドロボ朔

はじめましてI!華唄泥棒ですH!グランプリを受賞することができ、とてもとても嬉しいです。実は

私たち、ライトミュージックには過去 2度応募していたのですがなかなか上手くはいかず、今回初

めて本選に出場できると連絡を受けて、2人共テンション上がりっぱなしでした。そして2曲とい

う持ち時間でどれだけ私たち華唄泥棒を伝える事ができるのか考え本選に挑みました。上手く伝

えることができたかどうかはわか
',ま

せんが、今回グランプリという形で

手にする事ができ、大きな自信につながりました。そして、応援して頂い

たたくさんの方々にも一番良い結果で報告ができました。まだまだ課題

はたくさんあ
')ま

すが、Bahoさ んから頂いた貴重なアドバイス等もしっ

かり意識して、これからも精力的に活動していきたぃと思います。

Ｉ

Ｌ

|

J

しt S オープニングゲスト 9S スペシャルゲスト

THE CHU CHU CHUTLES BAHO Char(竹 中尚人)と石田長生

バ ′す 、ザ・チューチューチュートルズ

◎昨年度グランプリ受賞

BUNKYO

N(掛 《謬 (M8《 剪 I(i

第6回長崎県
と ,Oh甘  いu増 uSlc

ライトミュ“ジック
F◇ s t i v電 引 !

フエステイ′uレ

― _  学
‐

ド

SHOCK THE RIPPER 出演者0さ＼

[ショック ザ リッパー]

どうもこん
`こ

ちは Shock the Ripperで す。とにかく

ロックすることしか能の無いおバカの集まりですが、ライト

ミュージックフェスティバルに参カロすることができて、メン

バーー同大変うれしく思っております。

僕らは佐世保を狂几点に福岡などでもライブをしています

ので、HR、 R&R、ブルース、ファンク、パンクなんかが大好

きな人、どうぞ気軽に遊びに来てくださヽ W

最後に、ライブを観てくれたお客さん、審査員の皆さん、

スタッフさん、共演者の皆さん、そして、Charさ んと石田長

生さん、本当にありがとうございましたI

HASBAND
| 出 演 者 0ま

[ハズバンド]

何と言っても、あこがれの Charさ んに会えて、その演

奏を間近で聴くことができたことや、握手ができたことなど

は、まさに夢のような体験でした。国では言い表せないくら

いの幸せを感じ、バンド活動を続けていて、本当によかった

と心から思いました。

また、ほかのバンドの皆さんとの競演もとても良いひとと

きでした。長崎にもいろんな才能を持った素晴らしいミュー

ジシャンがたくさんいることを知り、同じステージに立てたこ

とをうれしく思いました。でも、イ可と言っても一番うれしかった

のは、教え子のグランプリ獲得でした。

ICHIDAサミット 出 演 者 0

[イ チダ サミット]

先ずはじめに会場に来てくださったお客さんとスタッフの

方 に々感謝したいと思います。

今回新たに結成したバンドで出演できた事にとても誇り

を持っています。

長崎から世界に通用するようなバンドを目指し、日々 精

進したいと思っています。これからも応援よろしくお願いしま

す。

＼

あや}ボーカル、ジャンベ あつみ}コーラス、ギター半唄泥棒のプロフィール

出演者

[シンサン]

こんにちは。sin‐sanで す。ライト

ミュージック・フェスティバルでは

「BAHO特別賞」という名誉ある賞を

頂きとても光栄です。これも見に来て

頂いた皆さん !!及 び関係者・スタッフ

の皆様のお陰で頂けた賞なんだと思

います。僕の中でとても貴重な経験に

なりました。五体満足に身体が動く幸

せを感じ、これからも音楽道を、自分

の道を歩んでいけたらと思います。音

楽という奇跡を信じて。ありがとうござ

いました。

出演 者 07sln‐ san特別賞

審査員
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第19回長崎県人形劇まつり 11月 23日 金・祝 ◎会場/長与町老人福祉センター

第52回 県展公募展は、9

月15日 から10月 28日 まで長

崎・佐世保・諫早の3会場で

本展が順次開催され、11月

に1ま新上五島町、南島原市、東彼

杵町で移動展が開催された。

今年は、日本画、洋画、彫

刻、工芸、書、写真、デザイン

の7部 門に1,918点 の出品

があり、西望平和賞に滝田泰

博氏 (洋画)、 洋画の進展並

びに新人の育成と奨励を目

的とした野口輛太郎賞に辻

本健輝氏が選ばれた。なお、

今年から県知事賞受賞者に

賞金が授与された。

また、長崎会場で昨年に引

き続き実施したワークショップ

(7部 門に小・中学生109名

が参加)、 オークシヨン(本 県

在住の作家61名 が提供)事

業に多くの県民が参加して楽

しんだ。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
大
好
き
で
す

長
崎
県
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
協
蚕

雰
会
長

　

藤

本

　

人

重

子

一弗
‐９
回
「長
崎
県
人
形
劇
ま
つ
り
」
は

十

一
月
二
十
三
日
（金
）長
与
町
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
県
内
で
活
動
し
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
人

形
劇
団
が
毎
年
合
同
で
人
形
劇
ま
つ
り

を
開
催
し
、
人
形
劇
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
？
心
に
夢
と
希
望
を
育
み
な
が
ら
、止
ユ

か
な
心
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

長
与
町
で
の
開
催
は
初
演
と
で
つ
事
も

あ
り
、チ
７
ン
配
布
、手
続
き
等
、当
町
の

生
涯
学
習
課
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

前
日
に
看
板
を
設
置
し
、当
日
早
朝

よ
り
道
具
の
搬
入
、会
場
整
備
、舞
台
設

営
が
出
来
る
と
通
し
稽
古
、
け
こ
み
裏
に

待
機
す
る
頃
に
は
、本
本
場
は
家
族
連
れ
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
演
目
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
、幕
間
は
手
遊

び
を
し
た
り
、
人
気
者
の
み
か
ん
ち
ゃ
ん

が
つ
な
ぎ
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
○
呑
は
キ
ャ
ロ
ッ
ト
劇
回
の

「か
え
る
と
蛇
蛇
」
長
崎
の
龍
を
モ
チ
ー
フ

に
五
匹
の
か
え
る
が
登
場
す
る
創
作
劇

で
今
年
人
月
、沖
縄
大
会
で
「面
白
か
っ

た
」
と
好
評
で
し
た
。
○
番
目
は
ど
ん
ぐ

り
座
の
「か
さ
こ
地
蔵
」
日
本
の
昔
話
を

丁
寧
に
組
み
立
て
、優
し
い
お
じ
い
さ
ん
の

心
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。
Θ
番
目
は
な
づ

み
座
の
「赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」
か
わ
い
い
女

の
子
が
怖
い
オ
オ
カ
ミ
と
出
遭
う
お
話
は

教
訓
と
し
て
の
効
果
を
ね
ら
い
ま
す
。
①

番
目
は
い
ず
み
座
の
「わ
ら
し
べ
長
者
」
芯

の
や
さ
し
い
若
者
が
小
さ
な
親
切
か
ら
大

き
な
幸
せ
を
つ
か
む
物
語
で
す
。
①
番
目

は
コ
ス
モ
ス
の
「ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
兄

妹
が
お
菓
子
の
家
の
魔
女
に
つ
か
ま
り
、

力
を
合
せ
て
立
ち
向
か
う
お
話
で
す
。

フ
イ
ナ
ー
レ
は
登
場
人
物
の
人
形
た
ち

が
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
合
い
、お
別
れ
を

し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
う
れ
し
そ
う
に

人
形
と
握
手
し
て
「ま
た
来
て
ね
」
と
帰
っ

て
い
き
ま
し
た
。

人
形
劇
サ
ー
ク
ル
協
議
会
は
、地
域
の

子
ど
も
た
ち
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
ま

す
。
人
形
劇
を
通
し
て
伝
え
た
い
事
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

が
私
た
ち
の
喜
び
で
す
。公
演
の
依
頼
が

あ
れ
ば
ど

，来
で
も
出
掛
け
ま
す
。
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（Ｖ
れ
呻川
長
け
県
民
火

辰
崎
県
入
影
剤

鞘
鰤

膠 國 11露 各会 場 とも約 100点 の展 示 ◎ヮ_クショップ後の作品も展示

■月8日 (木)～ 11日 (日 )の 4日 間、新上五島町石油備蓄記念会館で

開催。ワークシヨップは、木下伸弘氏の指導で、中・高校■■名がデザイン

(マーブリング)でブックカバーを作成した。

11月 15日 (木)～ 18日 (日 )の 4日 間、南島原市原城文化センターで開催。ワーク

ショップは、前波政昭氏ほかの指導で、親子10名 が外で撮影した写真をパソコンに

取り込んだり、撮影の基本を学んだ。

◎部門

洋画

◎題名

竹林

◎氏名

滝田 泰博
※洋画部F月 の県知事賞

べ亙西望平和賞ヮゑ ハ壁 野口]爾太郎賞 ヮ久

◎部門   ◎題名

洋画  律動

◎氏名

辻木 健輝

洋画日本画

工芸彫亥」

デザイン写真垂

南島原市会場

東彼杵町会場

BUNKYO 08

県知事賞受賞者

江 上 邦 子

新上五島町会場

藤 浪 契 子

吉岡萌久美

中 村 正 幸

滝 田 泰 博

吉 澤 秀 幸

太 田  旭

■月22日 (木)～25日 (日 )の 4日 間、東彼杵町歴史民俗資料

館で開催。ワークシヨップは、並川一已氏、演井隆氏の指導で、小学

生17名が油絵に挑戦した。

県民 文化 祭 共催 事 業

躙配回長崎県美術展覧会公募展

ド
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一
コ

＼

怖
融

炉

一
一
一一・”

十
一

ヽ

ヤ
ヽ

／、

●



第 10回長 崎 県 子 どもと文 化 フェスティバ ル 「 なにか や ろうよ12007」 11月 23日 金・祝 ◎会場/長崎市民会館文化ホ ル 第47回長崎県民演劇祭 11月 28日 因 ◎会場/島原市有明総合文化会館

o4

二““ブヽ

し
l

泣
Ｅ
ト

ウンり ,'0(ゲ 0t2

硝B

私

昔
な
つ
か

の
タ
ベ

18:°

イ

昔
な
つ
か
し
い
旅
芝
居
の
ゆ
う
べ

有

次 は 君 の 番 だ !

が 始

Ctl turalinformat on of NagasЭ ki

人 ひ と り 気 迫 の こ も っ た 芝 居

身
者
や
出
演
者
の
親
類
縁
者
が
多
い
と
い

う
事
と
、グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
の
会
館
の
素

晴
ら
し
さ
で
早
く
か
ら
決
定
が
決
ま
り

ま
し
た
が
、出
演
団
体
が
多
い
長
崎
市
か

ら
距
離
が
あ
り
、
し
か
も
平
日
の
夜
の
開

催
と
で
つ
事
で
、出
演
団
体
は
三
団
体
と

な
り
ま
し
た
。

開
演
の
前
日
、演
劇
協
会
会
長
の
緊

急
入
院
が
あ
り
、本
バ
長
が
主
役
の
長
崎

奉
行
所
芝
居
組
は
大
慌
て
。急
返
、大
学

生
が
代
役
と
し
て
出
演
す
る
事
と
な
り
、

そ
の
大
学
生
の
代
役
も
た
て
、無
事
に
乗

長
崎
県
演
劇
協
会
事
務
局
長

　

一本

‐―‐
四
　

旦
ヰ
田

け
の
大
役
を
こ
な

し
、演
劇
祭
常
連

の
劇
団
ち
ゃ
ん
ぽ

ん
は
、
小
学
生

か

ら
六
十
代
ま
で
の

幅
広
い
出
演
者
で

笑
い
あ
り
涙
あ
り

の
芝
居
で
会
場
を

沸
か
せ
、初
め
て
の

出
演
の
長
崎
波
声

会
は
「赤
垣
源
蔵

徳
利
の
別
れ
」
で
、

大
き
な
拍
手
が
何

回
も
会
場
に
鳴
り

響
き
ま
し
た
。

今
回
の
演
劇
祭

は
二
つ
の
芝
居
に

出
演
予
定
だ
っ
た

会
長
の
緊
急
入
院

で
、代
役
を
立
て
る

事
態
と
な
り
、演

劇
祭
全
体
に
緊
張

感
が
漂
っ
て
、
一
人

一
人
が
気
迫
の
こ
も
っ

た
芝
居
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

会
長
が
決
め
た
配
日
な
つ
か
し
い
旅
芝
思

の
ゆ
う
が
は
玄
関
で
、
一
人

一
人
握
手

し
て
、声
を
掛
け
合
っ
た
最
後
の
お
見
送

り
で
と
て
も
評
判
が
よ
く
、笑
顔
の
中
で

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
の
職
員
の
方
々
の
好

意
的
な
お
世
話
に
も
感
謝
し
て
ま
す
。
最

後
に
、会
長
も
無
事
退
院
で
き
、
す
べ
て

順
調
に
終
了
し
ま
し
た
。来
年
度
の
開
催

予
定
地
は
諌
早
市
で
す
。

明
町
で
初
め
て
の
演
劇
祭
開
催
の

逗
び
と
な
っ
た
の
は
、

靖
明
町
の
出

り
越
え
ま
し
た
。

開
演
前
に
、出
演
者
全
員
で
衣
装
を

着
け
て
の
お
出
迎
え
、
又
、
開
演
ま
で
役

者
が
客
席
で
雑
談
し
て
、
「昔
な
つ
か
し
い

旅
芝
居
の
ゆ
う
べ
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

ど
お
り
、始
ま
る
前
か
ら
客
席
は
大
賑
わ

い
。そ
の
成
果
が
あ
り
、芝
居
の
最
中
も

拍
手
あ
り
笑
い
あ
り
涙
あ
り
と
、約
三

百
四
十
人
の
観
客
に
は
、最
後
ま
で
鑑
賞

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。地
元
の
ひ
ま
わ
り

て
れ
び
の
収
録
も
あ
り
、
一
月
末
に
放
送

さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

二
回
目
の
出
演
の
長
崎
奉
行
所
芝
居

組
は
代
役
に
も
か
か
わ
ら
ず
無
事
幕
開

新 し い "ド ラ マ

「次
は
君
の
番
だ
―
止

今

粥

巽

機

騨

ぶ
ん
浸
透
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
長

崎
に
「子
ど
も
劇
場
」
が
生
ま
れ
て
ち
ょ

ぅ
ど
４０
年
の
お
祝
い
と
も
重
な
り
、
限
ら

れ
た
グ
ル
ー
プ
ば
か
り
で
な
く
、
「も
っ
と

各
地
域
か
ら
名
大
人
も
子
ど
も
も

一
緒

に
な
っ
て
者
市
民
会
館
の
る
ア
ー
ジ
に
立

と
う
よ
！
」
と
で
つ
こ
と
で
、
１
年
か
け
て

準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
、
「市
民

会
館
の
大
き
な
る
ア
ー
ジ
と
キ
ヤ
パ
に
見

合
う
も
の
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
と
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、結
果
は
、
１
５
０
名

近
く
に
も
の
ぼ
る
出
演
者
数
と
な
り
、各

地
各
グ
ル
ー
プ
と
も
、
そ
れ
は
趣
向
を
凝

ら
し
た
内
容
で
、見
栄
え
見
応
え
十
分
の

丞
ア
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
部
、
土
井
首
地
区
か
ら
は
、
り
っ

ぱ
な
大
漁
旗
と
と
も
に
勇
壮
な
「ソ
ー
フ

ン
節
」
、
小
ヶ
倉
地
区
は
艶
や
か
に
「Ｚ
フ

メ
ン
コ
」
、香
焼
地
区
ほ
か
の
み
な
さ
ん
に

よ
る
「グ
ラ
ダ
ン
ス
」
も
衣
装
も
バ
ッ
チ
リ

″
ア
ロ
～
ハ
～
々
、
子
ど
も
た
ち
自
身
の

創
作
に
よ
る
「劇
」
は
、
田
上
地
区
小
学

生
グ
ル
ー
プ
と
、
東
地
区
中
高
生
グ
ル
ー

プ
、
東
長
崎
地
区
と
諌
早
子
ど
も
劇
場

か
ら
は
、
楽
し
い
歌
に
合
わ
せ
て
の
「踊

り
」
、
幕
間
の
客
席
と
の
「遊
び
コ
ー
ナ
ー
」

も
北
部
地
区
合
同
で
、楽
し
い
も
の
で
し

た
。そ

し
て
第
２
部
は
、土目
年
た
ち
の
「バ
ン

ド
演
奏
」
と
、
「ダ
ン
ス
ダ
ン
ス
ダ
ン
ス
」
。

１０

～
２０
代
を
中
心
と
し
た
若
者
た
ち
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
あ
ふ
れ
る
丞
ア
ー
ジ
と
な
り
ま
し

た
。
「ダ
ン
ス
」
で
は
、今
回
の
フ
ェ
ス
に
む
け

ハ

ッ

ピ

ー

エ

イ

ト

て
結
成
さ
れ
た
「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
∞
」
の
メ
ン

バ
ー
も
、
初
の
必
ア
ー
ジ
で
練
習
の
成
果
を

精

一
杯
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

ま
さ
に
タ
イ
ト
ル
通
り
「な
に
か
や
ろ

う
よ
―
」
と
、
子
ど
も
た
ち
大
人
た
ち
が

思
い
を
寄
せ
合
い
、練
習
を
重
ね
、そ
し
て

る
ア
ー
ジ
ヘ
。そ
の
一
つ
一
つ
の
過
程
が
ま

さ
に
「ド
ラ
マ
」
で
あ
り
、か
け
が
え
の
な
い

文
化
体
験
と
な
り
ま
し
た
。最
後
に
ス

テ
ー
ジ
か
ら
「次
は
君
の
番
だ
！
」
と
客
席

に
よ
び
か
け
て
「
２
０
０
７
」
の
幕
は
降

り
ま
し
た
。今
か
ら
ま
た
来
年
が
待
ち
遠

し
く
な
り
ま
し
た
。

長
崎
県
子
ど
も
劇
場
連
絡
会
事
務
局
長

　

工甲
紺
徊
　

結
攣
化
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エ 一サンコ一
―

ノ
ヽ
ヽ
ヽアフポ

９
月
２‐
日
南
島
原
市
あ
り
え
コ
レ
ジ
ョ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
木
管
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・ポ
エ
に
よ
る
「ポ
■
フ
Ｆ
ミ
リ
ー
ヨ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。結
成
１７

年
目
の
ポ
エ
に
と
っ
て
結
成
当
時
に
旧
加
津
佐
町
で
１０
年
間
続
け
た
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
は
と
て
も
思
い
出
深
く
、今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
ポ
エ
に
と
っ
て
は

里
帰
リ
コ
ン
サ
ー
ト
の
よ
う
な
気
持
ち
で
臨
ま
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
。

当
日
は
、コ
ン
サ
ー
ト
の
前
に
南
島
原
市
加
津
佐
町
に
あ
る
「乳
が
浦
老
人

ホ
ー
ム
」
に
出
向
い
て
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
コ
ン
サ
ー
ト
（出
前
コ
ン
サ
ー
ト
）
。ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
ク
ラ
ンヽ
ツ
ク
に
童
謡
、そ
し
て
美
空
ひ
ば
り
や
村
田
英
雄
の
歌
が
披
露

さ
れ
る
と
お
爺
さ
ん
も
お
婆
さ
ん
も

一
緒
に
回
ず
さ
み
、水
戸
黄
門
や
町
娘
の

扮
装
で
の
掛
け
合
い
に
は
手
を
叩
い
て
大
笑
い
。
ほ
ん
の
１
時
間
と
で
つ
短
い
時

間
で
あ
り
ま
し
た
が
、ハ
苓
場
全
体
に
笑
顔
が
溢
れ
、心
和
む
素
敵
な
ミ
コ
ン

サ
ー
ト
で
し
た
。

さ
あ
、次
は
い
よ
い
よ
コ
ン
サ
ー
ト
本
番
。会
場
に
は
小
さ
な
子
供
か
ら
昔
か

ら
ポ
エ
を
聴
い
て
応
援
し
て
い
る
方
々
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
お
客
様
。

丞
ア
ー
ジ
は
、Ｚ
７
ン
ッ
ク
音
楽
か
ら
映
画
音
楽
や
ポ
ッ
プ
ス
ま
で
４
人
の
息

の
あ
っ
た
演
奏
と
歌
声
に
う
っ
と
り
聴
き
入
り
。＞これ
ま
た
息
の
合
っ
た
掛
け
合

い
浸
才
の
よ
う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は
会
場
内
は
大
爆
笑
。
子
供
た
ち
と
ハ
イ

タ
ッ
チ
し
た
り
客
席
で
演
奏
し
た
り
お
客
さ
ん
と
の
触
れ
合
い
を
と
て
も
大
切

に
し
て
い
た
ポ
エ
の
メ
ン
バ
ー
。出
演
者
も
会
場
の
お
客
様
も
み
ん
な

一
緒
に
楽

し
み
、心
温
ま
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

ト樺 島 しお さい コ ンサ ー

U i撻 置
長
崎
市
最
南
端
に
位
置
す
る
全
校
児
童
が
２６
名
の
長
崎
市
立
樺
島
小
学

校
。美
し
い
海
の
近
く
に
あ
る
こ
の
小
さ
な
学
校
で
９
月
２８
日
に
長
崎
大
学
の

学
生
と
教
員
、そ
し
て
樺
島
小
学
校
の
子
供
達
に
よ
る
「樺
島
し
お
さ
い
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
が
始
ま
る
の
が
待
ち
切
れ
な
い
子
供
達
は
、出
演
者
が
到
着
し

た
途
端
玄
関
に
飛
び
出
し
て
き
て
「こ
ん
に
ち
は
」
と
元
気
な
あ
い
さ
つ
で
お
出

迎
え
。
開
演
時
刻
に
な
る
と
会
場
に
は
子
供
達
と
先
生
、そ
し
て
地
域
の
方
々

に
も
来
場
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
予
想
を
大
幅
に
上
回
る
１
０
０
名
以
上
の

観
客
に
慌
て
て
椅
子
を
倉
庫
か
ら
運
び
出
す
ほ
ど
で
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、長
崎
大
学
の
出
演
者
の
演
奏
に
よ
る
「と
も
だ
ち
讃
歌
」

が
始
ま
る
と
子
供
達
も

一
緒
に
可
愛
い
振
り
つ
き
で
元
気
な
歌
声
を
披
露
。

長
崎
大
学
の
出
演
者
の
演
奏
に
は
静
か
に
聴
き
入
り
、楽
器
紹
介
の
時
に
は

身
を
乗
り
出
し
て
楽
器
を
見
つ
め
る
子
供
達
と
お
客
様
。樺
島
小
学
校
の
子

供
達
と
先
生
方
で
結
成
さ
れ
て
い
る
金
管
バ
ン
ド
と
長
崎
大
学
の
出
演
者
と
の

共
演
に
よ
る
で
ゥ
キ
ー
マ
ウ
ス
マ
ー
チ
」
の
共
演
で
は
、
子
供
た
ち
の
堂
々
と
し
た

素
晴
ら
し
い
演
奏
に
会
場
の
お
客
様
か
ら
も
自
然
と
手
拍
子
が
湧
い
て
き
て
、

会
場
全
体
が
子
供
達
の
明
る
く
元
気
な
パ
ワ
ー
と
そ
れ
を
見
守
る
人
々
の
優

し
さ
に
包
ま
れ
た
と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
は
、出
演
者
と
す
っ
か
り
仲
良
く
な
っ
た
子
供
た
ち
が

別
れ
を
惜
し
み
、
「ま
た
来
て
ね
」
と
車
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
手
を
振
っ
て
見

送
る
姿
は
と
て
も
心
温
ま
る
光
景
で
し
た
。
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10月 14日 江迎町
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「ほ
ろ
酔
い
気
分
で
蔵
ンヽ
ツ
ク
」
は
、そ
の
名

の
と
お
り
酒
蔵
で
お
酒
と
と
も
に
音
楽
を

気
軽
に
楽
し
む
ち
ょ
っ
と
贅
沢
な
大
人
の
た

め
の
企
画
で
あ
っ
た
。な
が
さ
き
音
楽
祭
の

中
で
も
い
ち
早
く
入
場
券
が
完
売
し
、嬉
し

い
悲
鳴
を
上
げ
る
ほ
ど
の
大
盛
況
。

先
ず
初
日
は
、
９
月
３０
日
に
波
佐
見
町

の
今
里
酒
造
で
の
「ン
不
マ
で
蔵
ンヽ
ツ
ク
」
。
開

演
前
に
用
意
さ
れ
た
お
酒
と
お
料
理
を
ま

ず
味
わ
い
、ほ
ろ
酔
い
気
分
に
な
っ
た
と
こ
ろ

で
演
奏
会
が
ス
タ
ー
ト
。ハ
ム
場
は
国
の
登
録

有
形
文
化
財
で
あ
る
酒
蔵
の
日
本
酒
タ
ン

ク
の
日
前
で
、＞この
タ
ン
ク
が
音
の
反
響
板
や

映
像
ス
ク
リ
ー
ン
と
な
り
、
二日
楽
ホ
ー
ル
と
は

違
う
何
と
も
言
え
な
い
空
間
を
創
り
出
し

て
い
た
。
演
奏
出
は
１
９
３
０
年
代
か
ら
５０

年
代
に
か
け
て
の
映
画
音
楽
の
名
曲
特
集
。

懐
か
し
く
心
地
よ
い
音
楽
に
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ

ク
な
映
像
の
数
々
が
投
影
さ
れ
、
場
内
は

し
つ
と
り
と
静
か
な
時
間
が
流
れ
た
。
＞」
の

波
佐
見
会
場
で
は
、
＞」の
演
奏
会
の
た
め
に

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
お
酒
落
な
ラ
ベ
ル
付
き
の

な
が
さ
き
音
楽
祭
記
念
限
定
酒
が
来
場
者

に
記
念
品
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

次
に
中
日
は
、

１０
月
８
日
に
南
島
原
市
の

吉
田
屋
で
の
「木
管
で
蔵

ンヽ
ッ
ク
」
。
当
日
は

超
満
員
で
会
場
内
が
少
し
蒸
し
暑
い
中
で
の

開
催
。
＞」ち
ら
は
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
お
酒

と
地
元
特
産
品
が
味
わ
え
た
。

演
奏
会
は
酒
蔵
に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
持

ち
込
ん
で
の
本
格
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
。
ク
ラ

ン
ツ
ク
音
楽
は
も
ち
ろ
ん
ポ
ッ
プ
ス
や
秋
を

歌
っ
た
童
謡
も
演
奏
さ
れ
音
楽
と
お
酒
に
酔

う
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。
休
憩
時
間
に
は
、
温
か

い
手
作
り
の
粕
汁
が
振
舞
わ
れ
た
り
、
テ
ー

ブ
ル
で
い
た
だ
い
た
お
酒
や
地
元
の
特
産
品

の
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
り
。終
演
後
に
は
〃お

楽
し
み
抽
選
会
″
が
始
ま
り
、
ユ承
品
と
し
て

出
演
者
の
写
真
入
リ
ラ
ベ
ル
の
限
定
ボ
ト
ル

9月 30日  波佐見町 今里酒造

ク

吉田屋

ノほ ろ 酔 い 気 分 で 蔵 シ

Я
鶴

拙

卿

10月 8日

も
用
意
さ
れ
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

最
後
の
千
秋
楽
は
、

１０
月
１４
日
に
江
迎

町
の
潜
龍
酒
造
で
の
「優
雅
に
蔵
シ
ッ
ク
」
。

開
演
ま
で
会
場
前
の
広
場
に
用
意
さ
れ
た

お
酒
と
地
元
の
方
々
の
手
料
理
を
堪
能
。会

場
は
江
迎
本
陣
跡
の
隣
に
あ
る
３
０
０
年

余
り
の
歴
史
を
持
つ
「も
と
蔵
」
の
２
階
の
板

の
間
で
腰
を
お
ろ
し
て
ゆ
っ
た
り
と
音
楽
を

楽
し
め
る
と
て
も
趣
の
あ
る
空
間
。
オ
び
フ
の

ア
リ
ア
を
中
心
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
か
ら

ビ
ー
ト
ル
ズ
や
美
空
ひ
ば
り
ま
で
幅
広
ジ
ャ

ン
ル
の
音
楽
が
演
奏
さ
れ
、
お
客
様
も
う
っ
と

り
と
聴
き
入
っ
て
い
た
。
＞」ち
ら
も
休
憩
中
に

は
お
酒
の
試
飲
と
買
い
物
で
販
売
所
は
賑
や

か
に
。終
演
後
は
お
楽
し
み
抽
選
会
で
盛
り

上
が
り
、帰
り
の
会
場
出
口
に
は
、竹
筒
で

作
ら
れ
た
照
明
が
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
、
来
場
者
は
演
奏
会
の
余
韻
に
浸
り

な
が
ら
帰
路
に
つ
い
た
。

３
会
場
と
も
そ
れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し
い
演

奏
と
、
ホ
ー
ル
と
は
違
う
酒
蔵
の
あ
た
た
か

な
雰
囲
気
、
そ
し
て
演
奏
会
を
さ
ら
に
盛
り

上
げ
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
企
画
に
よ

る
記
念
ボ
ト
ル
や
料
理
、
会
場
の
雰
囲
気
作

り
な
ど
各
会
場
の
特
色
が
よ
く
現
れ
た
と

て
も
楽
し
く
贅
沢
な
演
奏
会
で
あ
っ
た
。
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ながさき音楽祭で一番多く登場 した会場をご存知ですか ?

そう、長崎での新 しいライブスボット「長崎県美術館」です。

山本森之助

くヽ行r部 の,'I〉 19264r

帥|‖

|IⅢ II

くお間い合わせ>

長蛤県美術館

美 術 館 室 Fノ
、l楽 コ ン サ ー

新
演
奏
会
協
会
フ
ァ
ン
タ
ー
ジ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

１０
月
１２
日
ω

昼
の
部
、夜
の
部
と
２
回
に
わ
け
て
、
そ
れ

ぞ
れ
違
っ
た
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
ず
は
、
昼
の
部
。
「よ
う
こ
そ
メ
ル
ヘ
ン
の

世
界
金
と
題
し
、
子
ど
も
向
け
と
言
う
こ
と

で
、
ス
ク
リ
ー
ン
や
打
楽
器
を
使
う
な
ど
飽

き
さ
せ
な
い
工
夫
が
あ
り
、
演
奏
曲
目
も
親

し
み
や
す
い
童
謡
な
ど
、わ
き
あ
い
あ
い
と

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第

一
夜

１０
月
１３
日
田

１
日
目
。少
し
肌
寒
く
な
っ
て
き
た
季
節

で
も
あ
り
、閉
館
後
Ｑ
夜
８
時
半
開
演
に
お

客
様
が
集
ま
る
だ
ろ
う
か
…
と
心
配
し
て
い

ま
し
た
が
、無
事
に
ほ
ぼ
満
席
。

ま
ず
は
、今
年
の
新
人
演
奏
会
に
出
演
さ

れ
た
吉
田
瞳
さ
ん
が
登
場
。彼
女
も
、ス
タ
ッ

フ
同
様
、
１
日
目
と
で
つ
こ
と
で
や
や
緊
張

気
味
。若
い
歌
い
手
を
応
援
す
る
お
客
様
の

視
線
が
印
象
的
で
し
た
。

つ
ぎ
に
、九
州
を
代
表
す
る
木
管
演
奏
者

つ
ぎ
に
、夜
の
部
。
こ
ち
ら
は
、
グ
ッ
と
変
っ

て
大
人
向
け
。
「ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
の
言
葉
ど
お
り
、美
し
い
夕
暮
れ
か
ら
夜

に
か
わ
る
雰
囲
気
た
っ
ぷ
り
の
中
で
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
や
オ
ペ
ラ
な
ど
、歌
が
好
き
な
方
に
は

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
が
さ
き
コ
ン
サ
ー
ト

１０
月
２７
日
田

２
０
０
５
年
度
に
結
成
し
た

″
ジ
二
一ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
が
さ
き
″
の
子
ど
も
た
ち
、

総
勢
５０
名
が
日
頃
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

し
、大
人
顔
負
け
の
演
奏
で
、
来
館
者
を
驚

か
せ
ま
し
た
。
士
心
岐
先
生
の
指
揮
の
下
、
真

剣
に
演
奏
す
る
子
ど
も
達
の
表
情
、
そ
の
真

剣
な
眼
差
し
が
印
象
的
で
し
た
。
さ
ら
に
、
＞」

れ
ま
で
の
美
術
館
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
な
か
っ

た
光
景
も
出
現
。
ど
こ
を
見
て
も
、家
族
の

方
が
構
え
る
力
聾
７

カ
巫
７
…
≡
」れ
ま
で

で

一
番
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
数
で
し
た
。

が

一
堂
に
集
ま
り
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
五
重
奏

曲
を
演
奏
。
ガ
ラ
ス
張
り
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に

響
く
、
木
管
の
響
き
は
珍
し
く
、と
て
も
貴

重
な
コ
ン
サ
ー
ト
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
演

奏
は
ま
さ
に
、
ブ
ラ
ボ
ー
、
素
晴
ら
し
か
っ

た
―
・

た
ま
ら
な
い
内
容
で
、
本
格
的
な
声
楽
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

重不
情
況
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

つ
ぎ
に
、
＞」の
な
が
さ
き
音
楽
祭
の
大
山

平

一
郎
監
督
が
、奏
者
と
し
て
登
場
。山
は
、

と

有
名
な
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

第

一
番
」
。

第
二
夜

１０
月

２‐
日
伯

ま
ず
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
の
北
川
ク
ミ
さ
ん
ど
百

川
友
理
さ
ん
が
登
場
。
一
一人
と
も
〈

曲
解
説
を
行
っ
て

惚
れ

|

BUNKYO

長崎市出島町2番 1号 TEL 005‐ 333‐ 2110

http:〃 www nagasaki― museum ip

長崎県美術館の常設展示室

にて、8月 28日 ～11月 25日

にて展示しました。ご覧いただ

けましたか?
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10日寺～20日寺まで

営業中 !!
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１０
月
１４
日
①
佐
世
保
市
四
カ
町
ア
ー
ケ
ー
ド
午
後
１
時
。
松
円
幼
稚

園
の
鼓
笛
隊
３０
人
が
演
奏
を
始
め
る
と
黒
山
の
力
ど
フ
隊
が

一
斉
に
花

開
く
。少
し
時
間
を
お
い
て
、昔回
校
生
の
マ
ー
チ
ン
グ
が
ス
タ
ー
ト
。
ま
ず
、

今
回
が
パ
レ
ー
ド
初
登
場
の
松
浦
高
校
、そ
の
あ
と
清
峰
高
校
と
佐
世

保
商
業
高
校
が
続
き
、最
後
が
８５
人
の
佐
世
録
東
翔
高
校
。計
２
０
６

人
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
溌
刺
と
行
進
。軽
快
な
演
奏
が
ア
ー
ケ
ー
ド
に
響

き
渡
り
、買
い
物
客
ら
が
足
を
止
め
て
身
入
っ
て
い
ま
し
た
。

終
着
地
点
２
爪
町
公
園
で
は
、観
客
の
エ
ー
ル
に
応
え
て
佐
世
保
東
翔

が
即
興
で
ア
ン
コ
ー
ル
を
２
曲
演
奏
し
て
ヤ
ン
ヤ
の
歓
声
を
浴
び
ま
し
た
。

そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
鳥
の
瀬
の
親
和
銀
行
本
店
前
で
の
、松
浦
高
校
の

定

点

演

奏
。
ア
ー

ケ
ー
ド
デ
ビ
ユ
ー
と

は
思
え
ぬ
思
い
切

り
の
い
い
演
奏
に
こ

れ
ま

た
、観

衆

か

ら
の
拍
手
が
続
き

ま

し

た
。
４
カ

町

ア
ー
ケ
ー
ド
が
若

さ
に
圧
倒
さ
れ
た

午
後
と
な
り
ま
し

工た
。沿

道
の
整
理
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
の
厚
令立

大

の
学

生

さ
ん
、

佐
世
保
市
と
県
北

振
興
局
の
皆
さ
ん

に
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

◎

Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
内
合
奏
団

ヤ ン グ マ ー 静 ン グ パ レ ー ド

三
位

一
体

か
ら
生
ま
れ
る

感
動

10/20「 OMURA室 内合奏団&輝きを秘めた星たち」公演

Nagasaki Music Fcstival

"

謙 響 金 管 O秋 の 街 釦
「

ンジう‐― ト

こ
の
秋
の
県
内
は
、
長
か
っ
た
残
暑
そ
の

ま
ま
に
熱
く
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
「な

が
さ
き
音
楽
祭
２
０
０
７
」
の
開
催
で
音

楽

一
色
に
彩
ら
れ
ま
し
た
。
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ

室
内
合
奏
団
も
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
公
演
の
ほ
か
、メ
ン
バ
ー
ら
に
よ
る
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
公
演
や
ソ
ロ
活
動
と
、多
く
の

出
演
機
会
や
様
々
な
方
と
の
出
会
い
釜
ハ

演
）に
恵
ま
れ
、と
て
も
充
実
し
た
シ
ー
ズ

ン
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
、

と
ぎ
つ
カ
ナ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

「
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
内
合
奏
団
＆
輝
き
を

秘
め
た
星
た
ち
」
で
は
、
「長
崎
県
新
人
演

奏
会
」
出
身
の
ソ
リ
ス
ト
９
名
に
よ
る
５
種

の
楽
器
と
共
演
す
る
と
で
つ
企
画
で
、そ

れ
だ
け
で
も
普
段
以
上
に
プ
レ
ン
ン
ャ
ー
の

掛
か
る
ス
テ
ー
ジ
で
し
た
が
、多
く
の
ス

タ
ッ
フ
の
支
え
を
頂
き
、
更
に
は
会
場
に
詰

め
掛
け
た
６
０
０
名
を
越
え
る
お
客
様

に
よ
る
拍
手
喝
来
の
中
で
無
事
に
終
演
を

巡
え
ら
れ
た
こ
と
は
、大
変
有
意
義
な
公

演
と
な
り
ま
し
た
。紙
面
で
は
あ
り
ま
す

が
、
＞この
場
を
借
り
ま
し
て
皆
様
に
お
礼

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
９
月
か
ら
の
約
２
ヶ
月
に
わ
た
っ

て
３０
公
演
あ
ま
り
が
開
催
さ
れ
た
＞」の
音

楽
祭
。多
く
の
「ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
や
「ス
タ
ッ

フ
」
が
携
わ
り
、
ま
た
、
〈
ム
場
に
は
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
の
「お
客
様
」
が
来
場
さ
れ
、
ま

た
、
そ
の
分
だ
け
の
感
動
が
生
ま
れ
た
こ
と

で
し
ょ
つ
。
そ
れ
は
、
本
誌
前
号
に
あ
っ
た

堀
内
教
授
の
音
楽
祭
開
催
へ
の
想
い
や
関

係
者
の
熱
意
が
見
事
に
実
を
結
ん
だ
結
果

と
し
て
大
変
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

常
に
ホ
ー
ル
「ス
タ
ッ
フ
」
の
立
場
で
公
演

制
作
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
＞」の
仕
事
の
醍

醐
味
を
個
人
的
に
述
べ
さ
せ
て
頂
く
と
、

「ア
と
ア
イ
ス
ト
■
「ス
タ
ッ
フ
■
「お
客
様
」

の
３
者
が
出
会
う
瞬
間
、
つ
ま
り
は
公
演

の
幕
が
開
く
場
面
で
得
ら
れ
る
興
奮
や
感

動
で
の
充
実
感
に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
程
度
は
あ
る
に
せ
よ
、

そ
れ
ら
の
段
取
り
に
「ス
タ
ッ
フ
」
と
し
て
想

い
を
注
ぎ
、
「お
客
様
」
や
「ア
と
ア
ィ
ス
ト
」

が
ど
れ
だ
け
満
足
頂
け
る
内
容
に
近
づ
け

ら
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
得
ら
れ
る

充
実
感
の
大
き
さ
が
決
ま
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

こ
の
音
楽
祭
が
主
催
者
を
は
じ
め
と
す

る
参
加
し
た
皆
さ
ん
が
″楽
し
か
っ
た
／／
／′満

足
し
た
々
と
言
え
る
有
意
義
な
企
画
と
な

る
為
に
、
次
回
以
降
の
更
な
る
発
展
と
充

実
を
願
い
つ
つ
、
関
係
者
と
し
て
も
努
力
し

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１０
月
１４
日
⑪
「諌
響
金
管
・

秋
の
街
角
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
諌

早
市
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
の
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
午
後
１
時
と

３
時
３０
分
そ
れ
ぞ
れ
１
時
間

ず
つ
２
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

諌

早
交

響

楽

団

の
Ｈ
人

（ト
ラ
ン
ペ
ツ
ト
４
人
、
フ
レ
ン

チ
ホ
ル
ン
２
人
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

４
人
、
チ
ュ
ー
バ
ー
人
）
が
爽
や

か
な
秋
空
の
下
で
演
奏
さ
れ

ま
し
た
。

諫
早
交
響
楽
団
は
、毎
年

定
期
演
奏
会
を
開
い
て
い
る
た

め
、街
角
で
の
演
奏
会
を
期
待
し
て
来
ら
れ
た
方
々
や
ンヽ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
で

道
行
く
方
々
が
多
数
足
を
止
め
て
、
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ク
ラ
ンヽ
ッ
ク
の
「ロ
ン
ド
ン
の
小
景
」
か
ら
始
ま
り
、曲
が
進
む
に
つ
れ
観

客
も
増
え
て
来
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
中
で
、
″楽
器
を
吹
い
て
み
よ
う
！
″
と
で
つ
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
４
種
類
の
楽
器
の
仕
組
み
と
紹
介
が
な
さ
れ
た
後
、
団
員

の
方
が
観
客
の
中
に
入
り
、実
際
に
楽
器
を
吹
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。当

初
、楽
器
に
触
る
の
に
お
ど
お
ど
し
て
い
た
の
に
、立
日
が
出
る
と
得
意
そ
う

に
な
っ
て
、い
ろ
い
ろ
な
楽
器
を
吹
い
て
い
た
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。大
人
で

も
楽
器
を
吹
い
て
音
が
出
る
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
で
は
な
く
街
角
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、～」う
で
つ
触
れ
合
い
が

出
来
る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、演
奏
曲
が
ク
ラ
ンヽ
ツ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
に
代
わ
り
、有
名
な
映

画
音
楽
や
子
ど
も
浸
画
の
主
題
歌
等
に
な
る
と
、さ
ら
に
観
客
が
増
え
、

ア
ン
コ
ー
ル
も
出
て
皆
さ
ん
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、
２
回
と
も
同

じ
形
で
演
奏
等
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
両
方
聞
か
れ
た
方
も
数
人
お
ら
れ

ま
し
た
。

諌
早
交
響
楽
団
の
皆
様
、有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

財
団
法
人

大
村
市
振
興
公
社

事
業
部

　

松

田

　

　

昇

BUNKYO

］
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☆
こ
ん
ど
の
お
や
す
み
は
、歴
文
に
遊

び
に
い
く
ん
だ
。

★
「
長
障
歴
史
文
化

博
物
館
」
だ
よ
。

―
え
っ
？
　
あ
の
「奉
行
所
」が
あ
る

と
こ
ろ
？
博
物
館
っ
て
勉
強
す
る

と
こ
じ
や
な
い
の
９
・　
　
　
　
　
　
ヽ

★
音
の
遊
び
を
教
え
て
も
ら
っ
た
よ
。

博
物
館
の
探
検
も
し
た
ん
だ
！

―
い
い
な
あ
、
指
ん
な
の
知
ら
な
か
っ

た
よ
。

★
（フ
度

一
緒
に
行
守」う
よ

む

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
は
、
長
崎

の
海
外
交
流
史
の
発
信
拠
点
と
し
て

そ
の
豊
富
な
史
料
と
と
も
に
、お
客

さ
ま
に
わ
か
り
や
す
く
長
崎
の
歴
史

と
文
化
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

催
し
を
企

画
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

「地
域
と
の
連
携
、地
域
に
開
か
れ
た

博
物
館
」
を
目
指
し
て
、地
域
、特
に

こ
れ
か
ら
の
長
崎
を
担
う
写
ど
も
達

に
自
介
た
ち
が
生
ま
れ
住
ん
で
い
る

地
域
の
歴
史
と
文
化
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、様
々
な
子
ど
も
向
け

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

★
こ
ん
ど
の
お
や
す
み

は
、美
術
館
に
行
く
ん
だ
。

Ｉ
び
じ
ゆ
つ
か
ん
？
水
辺
の
森
に
あ

る
？

こ
で
は
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
イ
ベ

ン
ト
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
後
も
定
期
的
に
開
催
す
る
予
定
で

す
の
で
、
長
崎
の
歴
史
と
文
化
が
わ

か
り
や
す
く
学
べ
る
場
と
し
て
博
物

館
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
子
ど
も
の
へ
や

博
物
館
の
２
階
イ
ベ
ン
ト
の
間
を

無
料
開
放
し
て
、工日
の
遊
び
道
具
や
、

折
り
組
・切
り
絵
な
ど
で
お
子
様
と

自
由
に
遊
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。親

子
で
、ま
た
は
学
校
が
終
わ
っ
た
子

ど
も
た
ち
の
集
う
場
と
し
て
、上日
あ

そ
び
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
お
は
な
し
会
と
む
か
し
遊
び

絵
本
の
読

み
聞
か
せ
の

あ
と

に
、
百
ユ

ま
き
あ
そ
び

や
折
雛
あ
そ

び
、七

夕

飾

り
な
ど
の
季

節
に
関
連
し

た
遊
び
を
楽

し
み
ま
す
。懐
か
し
い
昔
の
あ
そ
び

を
写
ど
し
た
ち
が
体
験
す
る
こ
と
で
、

日
本
の
四
季
の
良
さ
を
再
発
見
す
る

場
で
も
あ
り
ま
す
。

■
博
物
館
ス
ケ
ッ
チ
大
会

博
物
館
で
ス
ケ
ッ
チ
す
る
こ
と
で

写
ど
も
た
ち
の
表
現
す
る
力
を
育
成

し
、絵
を
描
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
体

験
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
の
芸
術
・文
化
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、博
物
館
の
実
物
史
料

（展
示
品
）
な
ど
の
鑑
賞
方
法
を
学
芸

楽
し
さ
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

「鑑

賞

渚

動
」
で
は
、美

術

館

に

や
っ
て
く
る
展
覧
会
で
本
物
の
作
品

を
み
な
が
ら
、美
術
館
ス
タ
ツ
フ
や
お

友
達
と
、自
由
に
意
見
交
換
を
し
て

い
き
ま
す
。

「表
現
活
動
」
で
は
、簡
単
な
工
作

に
始
ま
り
、鑑
賞
し
た
展
覧
会
の
内

容
に
応
じ
て
、写
真
や
陶
芸
、版
画
、

絵
画
、立
体
…
と
、様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

の
制
作
に
取
り
組
み
ま
す
。後
半
で

は
、そ
の
集
大
成
と
し
て
「
長
崎
く
ん

ち
」
に
ち
な
ん
だ
大
型
作
品
を
共
同

制
作
し
嵌
す
。制
作
し
て
き
た
作
品

は
全
て
、美
術
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や
ア

ト
リ
エ
で

一
般
公
開
す
る
と
と
も
に
、

鑑
賞
会
で
振
り
返
り
ま
す
。

学
校
や
家
庭
と
は
違
う
環
境
で
、

新
し
く
出
会
っ
た
お
友
達
と

一
緒
に
、

の
び
の
び
と
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

日

親
子
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ

″育
児
が
忙
し
く
て
、な
か
な
か
美

術
館
へ
行
け
な
い
″と
い
う
お
母
様
方

に
嬉
し
い
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
人

気
の
〈親
子
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
〉
。

員
の
解
説
を
も
と
に
学
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。

■
子
ど
も
の
た
め
の
長
崎
学
講
座

博
物
館
で
定
期
的
に
開
催
し
て
い

る
長
崎
学
講
座
の
子
ど
も
版
。ビ
デ

オ
を
使
用
し
な
が
ら
郷
土
の
歴
史
や

文
化
を
わ
か
り
や
す
く
説
甥
し
ま
す
。

■
博
物
館
探
検

普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
博
物

館
の
裏
側
に
ス
ポ
ツ
ト
を
当
て
る
こ

と
で
、子
ど
う
た
ち
が
博
物
館
施
設

や
利
用
の
仕
組
み
を
探
検
し
な
が
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■

」ど
も
奉
行
着
付
体
験

奉
行
所
復

元
ゾ
ー
ン
の

お
白
洲
で
週

末
と
祝
日
に

開
催
さ
れ
て

い
る
当
時
の

お
裁
き
の
寸

劇
。こ

ど
も
た

ち
に
は
着
物
を
着
て
、か
つ
ら
を
被
っ

て
奉
行
に
変
身
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
実
際
の
寸
劇
に
参
加
す
る
こ
と

で
当
時
の
お
裁
き
の
様
写
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
博
物
館
に
行
こ
う
！

写
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
は
、２
ヶ
月

ご
と
に
チ
ラ
シ
で
ご
案
内
し
て
い
ま

す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に

是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。20名口員定

【長崎県美術館】アートクラブ 【長崎歴史文化博物館】こどものひろ ば

五島の教会展

ヽ

世界最大の翼竜「ケツァルコアトルス」イメージ

Ｑ
殴亡
〕ブ

★
ア
ト
リ
エ
で
絵
を
描
く
の
さ
―
い

ろ
い
ろ
作
っ
た
り
も
す
る
ん
だ
よ
！

―
い
い
な
ぁ
、
お
も
し
ろ
そ
う
。

★
う
ん
―
た
の
し
い
よ

長
崎
県
美
術
館
で
は
、美
術
作
品

鑑
賞
に
と
ど
ま
ら
ず
、様
々
な
造
形

活
動
を
通
し
て
、表
現
す
る
楽
し
さ

を
体
験
で
き
る
教
育
普
及
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
造
形

活
動
の
場
と
し
て
美
術
館
を
地
域
に

開
放
す
る
こ
と
に
よ
り
、あ
ら
ゆ
る

年
齢
層
の
方
々
が
親
し
み
な
が
ら
ご

利
用
い
た
だ
け
る
「
開
か
れ
た
美
術

館
」と
し
て
の
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

一
こ
ど
も
ア
ｒ
ト
ク
ラ
ぃフ

小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の

お
友
達
３０
名
が
、ア
ト
リ
エ
を
拠
点

と
し
て
美
術
館
内
で
、時
に
は
外
に

も
飛
び
出
し
、「ま
な
ぶ
，つ
く
る
。深

め
る
」
を
基
本
テ
ー
マ
に
、表
現
す
る

対象 1小学生(1～ 6年 )

5月 ～10月 (全 8回 )

第 2・ 4土曜日
10:00,‐ 12:30

定員 130名

月寺

0● O② 9σ ♪ の お 申 し込 み は

リーフレッHこついている応募ハガキ、又は官製ハ

ガキに希望するクラブ/参加氏名 (フリガナ)/性別
/学校名/(新)学年/保護者名 (フリガナ)/住所/電

話番号/FAX番 号を書いて、教育普及担当まで

郵送してください。
○参加費/3,000円

○申込締切/4月 18日⑥
O応募者多数の場合は拍選し患す。
O初参畑者を優先いたします。

ハガキ 1枚につき、お一人 (組 )様のみ受け付け
ます。
お申し込みは必ずご本人のお名前でお願いし
ます。
電話、FAX、 E― mail、その他回頭でのお

申込みは受け付けません。

結果は、電話、ハガキにてお夕[らせします。

艦 ‖|IⅢ II

<お問い合わせ>

長崎県美術館
長崎市出島町2番 1号 TEL.005‐ 833‐ 2110

http//www nagasakl‐ museum jp

対争く1親子(3歳以上の就学前のお子様)

5月 ～10月 (全 8回程度)

第 2・ 4火曜日
10:00´ヤ12:00

日

「鑑
賞
活
動
」
で
は
、美
術
館
ス
タ
ツ

フ
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、親
子

一

緒
に
ゆ
っ
く
り
作
品
を
み
て
行
き
ま

す
。「表

現
活
動
」
で
は
、
同
じ
ア
ト
リ

エ
の
空
間
で
、お
子
様
は
絵
を
描
い
た

り
工
作
し
た
り
、遊
び
な
が
ら
元
気

一
杯
に
活
動
し
、お
母
様
方
は
、絵
の

具
作
り
や
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
、陶
芸

な
ど
基
本
的
な
美
術
制
作
を
体
験
し

ま
す
。お
子
様
の
渚
動
は
保
育
サ

ポ
ー
ト
が
付
き
ま
す
の
で
、安
心
し

て
活
動
に
集
中
で
き
、「作
る
」
楽
し

さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
す
。美
術

館
を
通
し
て
、親
子
と
も
に
新
し
い

お
友
達
が
で
き
る
交
流
の
場
と
し
て

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

美
術
館
に
行
こ
う
！

コ
」
ど
も
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
者
親
写

ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
の
４
月
か
ら
１
年

間
の
汚
動
内
容
は
、「ア
ー
ト
ク
ラ
ブ

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
で
ご
案
内
し
ま
す
。

３
月
か
ら
美
術
館
に
設
置
し
ま
す
の

で
、口疋
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
内
容
は
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

N o 9 o 8 0 k I P r e f e c t u r o I A rt M u s e u m 企画展のお知らせ  企画展のお知らせ Nc】 9osOki Museu m of HIstory ond C ulture

長崎歴史文化博物館

<お F口弓い合わせ>

長崎歴史文化博物館
長崎市立山 1 1 l TEL.095‐ 818‐ 8366

http:〃 www nmhcJp

れきぶん?
それ伺?

行こう!

美術館に

わたしも

償

中″
Ｗ

，

一／
ヤ
Ｆ

飽
″

；ｙ
ｇ
引
″

五島列島の教会をテーマに、東西の建築

文化が融合した教会建築や、ステンドグラ

スなどに描かれた特色ある内部装飾、さら

には世界遺産候補「長崎の教会群とキリ

スト教関連遺産」にも含まれている美しい

教会風景の写真パネルを展示し、人々が

教会にこめた思tヽ や五島キリンタンの歴

史について紹介します。

||〕 :| |― |― |

日蘭修好150周年記念特別展

「屏風―将軍からの岬り物―」展
会 期 :3月 5日 (水 )～ 3月 31日 (月 )

※会期中休館日:3月 18日 (火 )

観覧米半800円 (予定)

幕末期に創設された長崎海軍伝習所。オランダから練習

船として観光丸 (スームビング号)が江戸幕府に献上され、

幕府は返礼として狩野派など幕府御用絵師に描かせた屏

風10双をオランダ国王に贈
',ま

した。

本展では、この「贈蘭屏風」を長崎で初めて里帰り展示しま

す。絢爛豪華な屏風の中に、日蘭友好の歴史と当時の最

高水準の絵

師の息吹を

感じてくださ

い。

「賀茂競馬図屏風」(―部)オランダライデン国立昆族学博物館蔵

世界最大の肇き:老展
恐竜時代の空の支配者

会 期 :12月 21日 (金 )～ 2008年 2月 24日 (日 )

※会期中休館日引月15日 (火 )

観覧料:大 人1000円  高校生800円  小中学生500円

空飛ぶ爬虫類であり、

謎に包まれた「恐竜時

代の空の支配者」で

ある翼竜を本格的に

紹介する日本初の展

覧会。世界最大の翼

竜「ケツァルコフトル

ス(翼 開長約10m)」  
ケツアルコフトルス展示イメジ

の全身復元骨格などを展示するほか、近年、中国の遼寧省

で発掘されて話題になった貴重な翼竜化石の数々も世界

初公開されます。

黒澤明絵コンテの世界
会 期 :2月 29日 (金 )～ 3月 30日 (日 )

※会期中体館日:3月 10日 (局 )、 3月 24日 (月 )

観覧料:一般1000円  大学生。70歳以上800円 高校生700円

※中学生以下無料

世界中の映画人に

多大な影響を与え

た映画監督・黒澤

明は、優 れた画才

の持ち主でもあ
',ま

した。

本展は、残された約

2000点 の絵コンテ

の中から厳選した

作品を展示。巨匠・

黒澤の創作の秘密

に迫ります。

CKFOSaヽ
la Produchen Liか ucensed eヽ eluslvel、 bャ Ho五 pЮ Inc

黒′軍明(夢・殿ぶ(末映画化)「私の影に呼ばれる私」)

日本近代洋画への道
―山岡コレクションを中心に一

会 期 :1月 4日 (金 )～ 2月 20日 (水 )

※会期中休館日引 月15日 (火 )・ 1月 28日 (月 )

2月 12日 (火 )

観覧料 :一般1000円 大学生・70歳以上800円 高校生600円

※中学生以下無料
夜の割引鑑賞券も00円 (17時 以降の当日券購入)

日本洋画の優れたコレクションである「山岡コレクション」。

ヤンマーの創業者である山岡孫吉が蒐集し、長い間、一部

の研究者のみが知る幻のコレクションでしたが、近年、一般

公開が始ま
')ま

した。

本展では、明治から大

正にかけて活躍した著

名な画家たちによる初

期洋画の秀作約170点

を展示。高橋由―から

黒田清輝、青木繁まで

の作品を紹介します。高橋由一《鯛図〉

18BUNKYOCu turallnformation of Nagasaki19
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「

脂

豊嶋泰嗣樫本大進 神尾真由子今井信子シギスヴァメレト・クイケン

ア
ル
カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
で
は
、２
０
０
２

年
か
ら
豊
嶋
泰
嗣
さ
ん
ら
第

一
線
で
活

躍
す
る
演
奏
家
を
講
師
に
迎
え
た
「ヴ
ア

イ
オ
リ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
皆
さ
ん
ご
存
知
で
す
か
？
室
内
楽
、
特

に
弦
楽
器
の
響
き
に
ぴ
っ
た
り
な
ア
ル
カ

ス
中
ホ
ー
ル
の
特
性
を
活
か
し
、
広
く
県

民
の
皆
様
に
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
ホ
ー
ル
を
利
用
す
る
弦
楽
器

奏
者
を
育
て
、
弦
楽
器
な
ら
ア
ル
カ
ス
ー

と
言
わ
れ
る
ホ
ー
ル
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

豊
嶋
さ
ん
の
ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
セ
ミ
ナ
ー

も
今
年
で
６
年
目
を
浬
え
、受
講
生
の

中
か
ら
は
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
内
合
奏
団
の

コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
中
西
弾
さ
ん
な
ど

九
州
で
活
躍
す
る
演
奏
家
か
ら
現
在
ア

メ
リ
カ
留
学
中
の
方
ま
で
、次
代
を
担
う

若
手
ヴ
ア
イ
オ
リ
一ス
ト
が
次
々
と
育
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
ア
ル
カ
ス
で
は
、
「な
が

さ
き
音
楽
祭
」
の

一
環
と
し
て
県
内
の
小

中
学
生
を
対
象
と
し
た
「ジ
ュ
一ア
ヴ
ア
イ

オ
リ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
も
新
た
に
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
さ
ら
に
弦
楽
器
に
親
し
む
こ
と
が
少

な
い
地
方
の
弱
点
を
克
服
す
べ
く
、
育

に
力
を
入
れ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

ま
す
。

さ
て
、
そ
ん
な
弦
楽
器
に
こ
だ
わ
り
の

あ
る
ア
ル
カ
ス
の
こ
れ
か
ら
の
お
す
す
め
コ

ン
サ
ー
ト
は
、指
揮
者
に
若
手
の
注
目
株

ダ
一エ
ル
六
―
デ
ィ
ン
グ
、
そ
し
て
ソ
リ
ス
ト

に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
樫
本
大
進
を
迎
え
た

「東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
舌
Ｔ
交
響
楽
団
特
別

演
奏
会
」
。
樫
本
大
進
と
ｒ
え
ば
、
７
歳
で

ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
入
学
、
Ｈ
歳
か
ら

ド
イ
ツ
で
ザ
ハ
ー
ル
・ブ
ロ
ン
氏
に
師
事
。
そ

し
て
‐７
歳
で
は
ロ
ン
Ｈ
テ
イ
ボ
ー
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
に
史
上
最
年
少
優
勝
を
呆
た
し

た
俊
英
で
す
。
受
賞
か
ら
１０
年
、
室
内
楽

に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
さ
ら
に
磨
き

の
か
か
っ
た
樫
本
さ
ん
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に

期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

そ
し
て
、来
年
度
は
と
言
え
ば
、古
楽

器
奏
者
と
し
て
世
界
的
に
名
高
い
ン
ギ
ス

ヴ
ア
ル
ト
・ク
イ
ケ
ン
が
率
い
る
古
楽
器
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
『ラ
・プ
テ
ィ
ッ
ト
・バ
ン
ド
』
、

２
０
０
７
年
６
月
、
日
本
人
と
し
て
二

人
目
の
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー

勝
の
栄
誉
に

公
演
に
出
演
し
た
ヴ
ィ
オ
ラ
の
今
井
信

子
、
ピ
ア
ノ
の
田
崎
悦
子
、
フ
ル
ー
ト
２
局

橋
員
知
子
が
結
成
し
た
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

『ト
リ
オ
ウ

リ
ス
タ
ス
』
が
続
々
全
場
！

古
楽
器
の
や
さ
し
い
音
色
で
奏
で
る
ヴ
ィ

ヴ
ア
ル
デ
ィ
の
「
四
季
」
、新
進
気
鋭
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
一ス
ト
に
よ
る
リ
サ
イ
タ
ル
、
ソ
リ

ス
ト
と
し
て
ま
た
教
育
者
と
し
て
世
界
的

に
活
躍
す
る
三
人
が
古
典
か
ら
現
代
ま

で
の
楽
曲
を
演
奏
と
お
話
で
つ
づ
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
企
画
と
中
ホ
ー
ル
な
ら
で
は
の
内

容
で
お
届
け
し
ま
す
。
特
に
、
ヴ
ィ
オ
ラ

奏
者
と
し
て
世
界
的
に
名
高
い
今
井
信

子
が
今
回
は
ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
も
演
奏
す

る
―
と
い
つ
ア
ル
カ
ス
な
ら
で
は
の
（び
っ

く
り
）
Ｐ
も
登
場
す
る
予
定
で
す
の
で
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

弦
楽
器
、
特
に
ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
に
＞」
だ

わ
り
、
様
々
な
企
画
を
展
開
し
て
い
る
ア

ル
カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と

ご
注
目
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

酵
臆
絢
晶
匙
ず
酵
ギ
鵞
ぱ
ン

BUNKYO

４
⑥
③
隼
の
２
⑥
⑥
２
年
Ｎ長
崎
市
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音
楽
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室
肉
楽
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第36回長崎県新人演奏会
“公開オーデインョン"のお知らせ

平成20年 3月 13・ 14日 、とぎつカナリーホールでオー

ディションを開催します。観覧無料です。

若い演奏家たちのフレッシュな演奏をお楽しみ下さい。

日 時/平成20年 3月 13日 (木 )・ 14日 (金 )

1会 場/とざつカナリーホール

西彼杵郡時津町野田郷62

TEL(095)882-0003

1部 門/声楽・ピアノ・管楽器・弦楽器・ギター

入場料/無料

間合先/長崎県文化団体協議会 TEL(095)322‐ 6049

主催/長崎県文化団体協議会

共催/長崎県。長崎市 時津町

後援/マスコミ各社

綜集後吉z

文化基金へ晉協力下さい

長崎県文化基金のしくみ

個人・
文化グループ

I

市町 企業

1  /

鞘 酔臨 濯]
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第
３５
回
新
人
演
奏
会
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
田
中
南
美
さ
ん
（ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）

1長崎県文化基金は…

。本県の芸術文化の振興と普及を図るために昭和51年

に長崎県が創設し、運用しています。

。県、市町、企業のほか、文化団体や個人の寄附により、

その金額は5億円を超えています。

。基本の利子は長崎県文化団体協議会を通じて、各種

文化団体の事業に活用されています。

1県文化基金への寄附は税制上の優遇措置があります。

●個人の場合

国税については寄附された金額、又は所得金額の

30%のいずれか少ない金額より5千円を差し引いた

額が所得控除の対象となります。県・市町民税につい

ては控除はありません。

。法人の場合

国・県・市町民税については寄附された金額の全額が

損金算入されます。

「長崎県内における芸術文化団体相互の連絡協調を図り、文化活動を促進して県民文化の向上を期する」ことを

目的に昭不[38年発足。現在98団体が加盟しています。会長は金子原二郎長崎県知事。

部

ぎ

Editor's Postscript

〇昨年は「ながさき音楽祭」という新種の芽生えを見ることができた年でした。ス

ポットライトの1人となれようか、と不安でいっぱいの参加でしたが、今振り返れ

ば台風にもめげずに育っていく新芽にいつしか勇気をもらったような気がします。

今年は“どんな華が咲くの?"と皆の期待が集まるような、さらに成長したながさ木

音楽祭を育てたいと思います。(柏 )

O音楽祭30のイベントはどれも印象に残っている。笑いっぱなしだった南島原老

人ホームのポエ。子どもたちの笑顔に包まれた潮騒の樺島。酒蔵もお寺もみんな

良かった。教会で聴くアヴェマリアには涙が止まらなかった。ブラームスから美空

ひばりまで、音楽には人を癒す力がある、国境を越える普遍性がある。(江口)
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発 行/長崎県文化団体協議会

住 所/〒 8508570 長崎市江戸町 2番 13号

長崎県文化・スポーツ振興部 文化振興課内

TEL/ (095)822-6049

FAX/(095)8292336

編 集/長崎県文化団体協議会事務局

F口 刷/株式会社 昭和堂

「１

「

辞

＝

Ｈ
＝
イ
叫
す

１１

１
１

に 東協
BUNKY

1儘

Cu turЭ  nfOrmat on of NЭ gasЭ k

県

Ⅲ=Ⅲ
i■ |テ

ー
li′

|「 |

1言 1下 II ri■ |

基本の利子


